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補
正
予
算

▪
一
般
会
計（
第
１
号
）

　

赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
を
一
大
交
流
拠
点

と
し
て
整
備
・
開
発
を
進
め
る
た
め
、民

間
活
力
の
導
入
や
官
民
連
携
に
よ
る
エ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
調
査
・
検

討
を
行
う
地
方
創
生
拠
点
整
備
事
業

費
、幼
稚
園
と
保
育
所
機
能
を
併
せ
持
っ

た
認
定
こ
ど
も
園
を
整
備
す
る
公
立
認

市 議 会
　

市
議
会
６
月
定
例
会
が
６
月
２
日
に
開
会
。
29
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
や
条
例

制
定
な
ど
、
市
長
提
案
の
26
議
案
を
審
議
。
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
・
同
意
し
、
６

月
28
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

６
月
定
例
会　

26
議
案
を
提
案

29
年
度
補
正
予
算
な
ど

定
こ
ど
も
園
整
備
事
業
費
、ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン
の
レ
ス
リ
ン
グ
・
柔
道
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
事
前
合
宿
の
内
定
を
受
け
、同

国
か
ら
の
国
際
交
流
員
の
配
置
等
を
行

う
ス
ポ
ー
ツ
交
流
拠
点
づ
く
り
事
業
費

な
ど
を
追
加
す
る
も
の
で
、２
億
３
，６
７

８
万
円
の
増
額
。こ
の
結
果
予
算
総
額
は

歳
入
、歳
出
い
ず
れ
も
３
４
８
億
７
６
３

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

 

条
例

▪
舞
鶴
市
工
業
高
等
専
門
学
校
修
学
資

金
の
貸
与
に
関
す
る
条
例
の
制
定　

低
所

得
世
帯
の
子
ど
も
の
専
門
知
識
の
修
得
な

ど
を
目
的
に
修
学
に
要
す
る
資
金
を
貸
与

▪
舞
鶴
市
の
職
員
の
懲
戒
の
手
続
及
び

効
果
に
関
す
る
条
例
及
び
舞
鶴
市
職
員

の
分
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正　

職
員
の
処
分
を
行
う
際
、当
該
職
員
の

所
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
の

手
続
き
を
追
加

▪
舞
鶴
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正　

雇
用
保
険
法
の
改

正
に
伴
う
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の

改
正
に
準
じ
、失
業
者
の
退
職
手
当
に
係

る
規
定
を
改
正

▪
舞
鶴
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正　

地

方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、固
定
資
産
税
の

課
税
標
準
の
特
例
措
置
を
講
ず
る
等
所

要
の
改
正

▪
舞
鶴
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正　

国
家
公
務
員
に

お
け
る
取
り
扱
い
に
準
じ
、育
児
休
業
の

再
度
の
取
得
な
ど
が
で
き
る
特
別
の
事

情
に
該
当
す
る
事
項
を
追
加

▪
舞
鶴
市
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定

個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正　

国
の
命
令
の
改
正
等
に
伴
い
、

個
人
番
号
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

事
務
及
び
当
該
事
務
に
お
い
て
利
用
す

る
特
定
個
人
情
報
に
係
る
規
定
を
改
正

▪
舞
鶴
市
職
業
能
力
育
成
訓
練
資
金
の

貸
与
に
関
す
る
条
例
の
制
定　

舞
鶴
市

内
で
働
く
若
者
の
育
成
・
確
保
を
目
的
に

ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
京
都
に
お
け
る
職

業
訓
練
に
要
す
る
資
金
を
貸
与

▪
舞
鶴
市
介
護
福
祉
士
育
成
修
学
資
金

の
貸
与
に
関
す
る
条
例
の
制
定　

介
護

従
事
者
の
育
成
と
確
保
を
目
的
に
舞
鶴

市
内
の
介
護
福
祉
士
の
養
成
施
設
な
ど

の
修
学
に
要
す
る
資
金
を
貸
与

　

 

人
事

▪
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

❖
内
藤
行
雄（
70
歳
、魚
屋
）

　

❖
堀
尾
真
由
美（
50
歳
、余
部
上
）

▪
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

　

❖
芦
田
大
三（
69
歳
、桑
飼
上
）

　

❖
池
田
三
郎（
69
歳
、大
丹
生
）

　

❖
今
田
寿
孝（
69
歳
、西
方
寺
）

　

❖
植
和
田
英
子（
75
歳
、八
田
）

　

❖
臼
井
眞
治（
68
歳
、蒲
江
）

　

❖
梅
垣
貞
子（
74
歳
、白
屋
町
）

　

❖
尾
上
亮
介（
48
歳
、白
屋
）

　

❖
嵯
峨
根
秀
樹（
69
歳
、今
田
）

　

❖
櫻
井
昭
秀（
70
歳
、堀
）

　

❖
佐
藤
正
之（
54
歳
、佐
波
賀
）

　

❖
霜
尾
共
造（
39
歳
、西
方
寺
）

　

❖
谷
口
和（
71
歳
、平
）

　

❖
辻
と
よ
子（
66
歳
、布
敷
）

　

❖
永
野
清（
68
歳
、河
辺
由
里
）

　

❖
眞
下
新
一（
69
歳
、久
田
美
）

　

❖
松
岡
秀
雄（
72
歳
、白
屋
町
）

　

❖
松
本
圭
司（
70
歳
、上
東
）

　

❖
森
川
勝
文（
68
歳
、野
村
寺
）

　

❖
安
原
和
彦（
70
歳
、青
井
）

▪
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

　

❖
小
河
優
一（
71
歳
、桃
山
町
）

▪
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

❖
鈴
木
孝
子（
73
歳
、余
部
上
）

　

 

そ
の
他

▪
専
決
処
分
の
承
認　

❖
28
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）❖
舞
鶴
市
市

税
条
例
の
一
部
改
正
❖
舞
鶴
市
消
防
団

員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正

▪
あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
・
字

の
区
域
の
変
更　

下
安
久
地
区
の
公
有

水
面
の
埋
め
立
て
に
伴
う
土
地
の
確
認

と
字
の
区
域
の
変
更
。ま
た
、西
方
寺
地

区
の
ほ
場
整
備
に
伴
う
字
の
区
域
及
び

名
称
の
変
更

▪
市
道
路
線
の
認
定　

七
日
市
地
区
の

１
路
線
を
認
定

▪
工
事
請
負
契
約
の
締
結　

引
揚
記
念

館
増
築
工
事
と
東
浄
化
セ
ン
タ
ー
電
気

設
備
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結

▪
工
事
請
負
契
約
の
変
更　

旧
市
立
舞

鶴
市
民
病
院
除
却
工
事
の
契
約
金
額
を
変
更

一般会計補正予算の主な内容

事業名 補正額

地方創生拠点整備事業費 1,987万円

北近畿タンゴ鉄道支援
事業費補助金 1,203万円

公立認定こども園整備事業費 １億1,250万円

保育所施設防犯対策強化整備
事業費補助金 1,549万円

クールチョイス啓発促進事業費 499万円

舞鶴市休日急病診療所管理運
営経費 358万円

中心市街地活性化事業費 4,700万円

学校運営協議会推進経費 33万円

不登校支援等推進事業費 594万円

特別支援教育研究開発事業費 240万円

スポーツ交流拠点づくり事業費 377万円

舞
鶴
市
展

入
賞
作
品
決
ま
る

　６月 14 日～ 18 日に
第 49 回舞鶴市展を開催。
５部門で計 327 作品が
展示されました。
　各部門の市展賞をはじ
め、特選９点、奨励賞
17 点、委嘱作家賞４点、
Ｕ－ 22 審査員賞２点が
選ばれました。
　各部門の市展賞は次の
とおり。
▶詳しくは、文化振興課
　（☎ 66・1019）へ。

　富士山頂を流れる雲に現れた光彩をとらえた作品。山頂付
近の様子も精彩に写された秀作です。（審査員：永野一晃）

写真の部 市展賞
「光彩陸離」（50㌢×59㌢）有本隆司さん（69歳、高野由里）

　和紙に墨がにじみ、とけ合う様な表現で、渓の空気や音が
感じられる。（審査員：中出信昭）

日本画の部 市展賞
「雨後」（30 号）　仲西直江さん（69 歳、岡田由里）

工
芸
美
術
の
部 

市
展
賞

「
双
波
」（
55
㌢
×
45
㌢
×
26
㌢
）

村
田
幸
子
さ
ん
（
68
歳
、溝
尻
町
）

　

他
作
品
と
比
較
対
照
す
る
中
で
秀
で

て
い
て
、
２
つ
の
波
の
造
形
を
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
手
び
ね
り
の
技
法
で
表
現
し

て
い
る
。︵
審
査
員
：
髙
坂
嘉
津
幸
︶

書
の
部 

市
展
賞

「
王
漁
洋
詩
」（
２
２
５
㌢
×
53
㌢
）
浜
田
彩
雲
さ
ん
（
39
歳
、
京
丹
後
市
）

　

多
字
数
を
四
行
に
見
事
に
書
き
上
げ
、
そ
の
手
腕
は
中
央
展
で
も
十
分
に
通

用
す
る
実
力
を
持
た
れ
た
方
。
今
後
が
楽
し
み
。︵
審
査
員
：
森
嶋
隆
鳳
︶

　マチエールを工夫し力まず描き
心地良い透明感とリズム感を与え
てくれる。（審査員：髙田光治）

洋画の部 市展賞
「ＷＡＬＬ」（F50 号）
和田茂樹さん（64 歳、朝来市）


